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論文内容の要 1::. 日
抜歯創の治癒機転の解明は，口腔外科臨床上極めて重要な研究課題であり，古くより病理組織
学的検索を中心として多数の業績が報告されてきた。しかしながら，抜歯創修復開始期での受傷
組織の動態や，修復活動の推移に関する詳細は明らかでない。さらに，多様に変化する抜歯創修
復時の細胞機能を生化学的に追求することは極めて困難であるために，抜歯創治癒過程における
各種酵素の消長については全く不明である。
本研究は 3H-thymidine を tracer として，抜歯創並びにその周囲組織の修復活動の推移を
autoradiography によって観察し，さらに組織化学的研究方法によって抜歯創治癒過程における
各種酵素の消長を追求し，組織学的所見と伴せ検討したものである。
実験には，体重1409 の雄性ラットを用い，エーテノレ麻酔下で上顎第 1 日前を抜去した。
3H-thymidine autoradiography による研究には， 3H-thymidine (25μc) を屠殺 1 時間前に
腹腔内へ投与し，屠殺後，上顎を取り出して，固定，脱灰を施して 5μ のパラフィン切片となし，
dipping 法によって autoradiography を作成した。観察方法として，抜凶創を抜歯富基底部，
抜歯i創の創縁にあたる歯肉結合組織および、頬側歯槽骨外側壁の骨膜に区分し，それぞれの区分に
ついてラベノレされた細胞の百分率を算定し，術後 1 日目から 6 日間にわたり経日的に観察した。
抜歯嵩基底部では， 抜歯後 1--2 日目の残存歯根膜と血餅内へ増殖し始めた線維芽細胞に
3H-thymidine の取り込みを認め， 抜歯寓が肉芽組織でほぼ満たされた抜歯後 3 日目にこの部位
での 3H-thymidine 取り込み率は最高値を示した。創縁の歯肉結合組織では，抜歯後 1 日目から
線維芽細胞と毛細血管に 3H-thymidine の取り込みを認め，抜歯後 4 日日にその取り込み率は最
高値を示し，以後，漸次減少した。頬側歯槽骨外側壁の骨膜は抜歯後 1 日目に 3H-thymidine の
取り込み率が最高で，それ以後は次第に骨膜が肥厚するにもかかわらず漸次減少する傾向を示し，
-292-
抜歯後 5 日目にはこの肥厚した骨膜下に新生骨梁の形成を認めた。
各種酵素の組織化学的検索は， 抜歯寓を含む上顎をクリオスタット内で凍結切片となし，
alkaline phosphatase, acid phosphatase aminopeptidase, succinate dehydrogenase, NADｭ
dependent dehydrogenase (lactate, malate, glutamate， α-glycerophosphate， -ﾟhydroxybutyｭ
rate の各脱水素酵素)と NADP-dependent dehydrogenase (glucose-6-phosphate, isocitrate 
の各脱水素酵素)の局在性について証明した。観察は抜歯後 2 日目から 9 日目にわたる期間につ
いて行った。酵素組織化学的所見では，抜歯富の肉芽組織の形成が進むにしたがって alkaline
phosphatase, acid phosphatase ならびに aminopeptidase の活性は次第に強くなるが，各種脱
水素酵素反応は弱陽性であった。抜歯後10 日目には抜歯嵩に新生骨梁が出現し， 15 日目では抜歯
創は完全に上皮で被われて，抜歯宿の新生骨梁形成は旺盛であった。この時期では，抜歯高内に
おける alkaline phosphatase と acid phosphatase の活性はさらに上昇した。乙とに， 新生骨
梁をりまく広汎討範囲に存在する線維芽細胞と骨芽細胞に alkaline phosshatase 強陽性反応を
認め， acid phosphatise は主として新生骨梁の骨芽細胞に強い反応を認めた。 新生骨梁形成の
最盛期で、の抜歯富の組織における各種脱水素酵素反応は，他の時期と比較してやや強く，ことに
新生骨梁の骨芽細胞には強い反応を認めた。抜歯創の修復に伴い頬側歯槽骨外側壁の骨膜は肥厚
し，次第にその骨膜下に新生骨梁が形成されて， 20 日目には添加された骨の厚さは抜歯前の歯槽
骨の 2"""3 倍となった。この過程にみられる各種酵素の消長は，上記の抜歯富にみられた新生骨
梁形成過程に類似していた。抜歯後30 日目には，抜歯寓は完全に新生骨梁で満たされていた。こ
の時期では，抜歯寓を補填した骨を被う線維性結合組織の各種酵素反応は減弱して，正常歯肉結
合組織と同程度であった。
すなわち， 3H-thymidine autoradiography による研究の結果，抜歯寓の修復はまず残存歯根
膜より線維芽細胞が増殖して血餅を器質化する。さらに，抜歯I創の肉芽組織は抜歯嵩基底部から
表層部へ向って次第に形成されるといえる。頬側歯槽骨外側壁の骨膜が抜歯後 1 日目より著しい
増殖傾向を示すことから，抜歯操作の影響は歯槽骨外側壁にまでおよんでいる乙とが判明した。
酵素組織化学的にみて，抜歯寓 l乙肉芽組織の形成が進むにつれて各種酵素反応は次第に増強する。
抜歯創修復時の新生骨梁形成過程に関する各種酵素の組織局在性ならびにその消長は，骨折後に
みられる骨修復過程の酵素組織化学的所見と極めて類似している。
論文の審査結果の要旨
本研究は抜歯創について，その治癒過程を 3H-thymidine を用いた autoradiography と酵素
組織化学的研究方法によって検索したもので，従来明らかにされていなかった抜歯創治癒機転の
詳細について重要な知見を得た価値ある業績である。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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